
第３回学校運営協議会の様子 R5.9.6 図書室にて

第1回学校評価の結果をもとに進化型あらおベーシックスタイルで熟議を実施

第4回目の会議は、11月22日（水）の研究発表会当日に子供たちを交えて公開で行うこととなっています。

1回目の学校評価結果（児
童、保護者、運営協議会委員、
教職員）から見えてきた課題
をもとに、学校教育目標実現
に向けた話し合いをしました。
子供たちが授業で取り組む
「進化型あらおベーシックスタ
イル」です。
見通しやキーワードを使った
話し合いです。

４つのグループに分かれて、
話し合いました。学校運営協
議会委員の方々は、様々な立
場（保護者、地区協議会、民
生委員、学校関係など）の方
ですので、それぞれの視点か
らの意見がありました。
各グループには事務局の本
校職員も参加して、話し合い
が進められました。

話し合いの後
は、ワールドカ
フェ方式で他
のグループの
考えを聞きに
動きます。委員
さん方もアク
ティブラーニン
グに取り組み、
新たな視点を
加えていきます。

再度、グルー
プで整理し直
したものを、全
体で共有する
ために発表しま
した。キーワー
ド「解決策」と
「提案内容」を
意識した発表
をしていただき
ました。

岩村委員、山地委員、
平野委員グループ

子供が、家に帰って、学校
の出来事を話すために保
護者は子供の話を聞くこと。
保護者がもっとしっかり
すること（朝ご飯を食べさ
せ、ルールや約束を守るこ
となど）を教えるように提案。

田中委員、谷口委員、
田添委員グループ

生活リズムの見直しの
ために、親子で子供の生
活リズムを可視化して意
識する。生活リズムと学
力の相関関係も早い段
階から保護者に伝えて
いく。

渡邊委員、中村委員、
平川委員グループ

子供たちが地域に出て活
躍していることを保護者が
知るためにも、親子の会話
の重要性を提案。親子の会
話＝メディア時間の減少へ
逆にSNSを使った親子の
会話も提案。

寺田委員、池田委員、竹中委
員、森崎委員グループ
 “一人一人が学校の
目になる”というフレー
ズが印象的でした。自律
性を高めるためにも、今
一度ルールを守っている
ことを学校も子供も保護
者も確認することを提案。
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